
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

計

円 円

事業費 15,290,000 15,290,000

交付金額 12,540,000 12,540,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事 業 評 価 に 際 し て の第
三 者 機 関 の 活 用 の 有無

　引き続き、行政依頼検査の実施及び水質事故等への対応を滞りなく実施し、
市内の水環境及び食品の安全性を確保していく。

　無

　ヘッドスペースガスクロマトグラフ質量分析計１式の設置を行う。
　内訳は次のとおり。
・質量分析装置本体　　　　　　　　　　　　１式
・ガスクロマトグラフ部　　　　　　　　　　１式
・液体注入用オートサンプラー　　　　　　　１式
・ヘッドスペースサンプラー　　　　　　　　１式
・機器制御及びデータ処理用コンピューター　１式

令和３年６月３日から令和３年８月１６日まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　更新するヘッドスペースガスクロマトグラフ質量分析計の設置及び動作確認
を行い、検査項目が問題なく測定できることを確認した。
　水質等を測定する本市所有のヘッドスペースガスクロマトグラフ質量分析計
については、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により取得した旨、相模原
市衛生研究所１階フロアに掲示するとともに、相模原市保健所年報の「衛生研
究所の主要機器整備状況」に掲載し、ホームページにて公表した。（令和３年
度に購入した機器は、令和４年度相模原市保健所年報（令和３年度事業概要）
に掲載済。）

　ヘッドスペースガスクロマトグラフ質量分析計は、揮発性物質や農薬等を測
定する機器であり、行政依頼による河川水検査、水質汚濁防止法に基づく地下
水及び事業場からの排水の水質検査並びに食品衛生法に基づくミネラルウォー
ターの検査等に使用している。
　本市衛生研究所で現在保有しているヘッドスペースガスクロマトグラフ質量
分析計は、検査機器の耐用年数（５年）を大きく超過しており、令和２年１１
月には質量分析装置、ヘッドスペースオートサンプラー及びパソコン本体に故
障が発生し、検査ができない状況となっている。
　ヘッドスペースガスクロマトグラフ質量分析計を更新することで、令和３年
度に予定している行政依頼検査の実施及び水質事故等への対応を滞りなく実施
し、市内の水環境及び食品の安全性を確保することを目標とする。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

キャンプ座間・相模総合補給廠関連公共用施設（環境衛生施設：水質等測定機
器購入）整備事業

相模原市長

相模原市中央区富士見１-３-４１　相模原市衛生研究所
３階　機器分析室１

令和３年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

計

円 円

事業費 14,025,000 14,025,000

交付金額 10,363,000 10,363,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事 業 評 価 に 際 し て の第
三 者 機 関 の 活 用 の 有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

キャンプ座間・相模総合補給廠関連公共用施設（環境衛生施設：水質検査機器
購入）整備事業

　相模原市長

相模原市中央区富士見１-３-４１　相模原市衛生研究所
３階　機器分析室２　環境理化学検査室

　引き続き、行政依頼検査の実施及び水質事故等への対応を滞りなく実施し、
市内の水環境及び食品の安全性を確保していく。

　無

　水質検査機器の設置を行う。
　内訳は次のとおり。
・陰イオン分析用イオンクロマトグラフ　１台
・固相抽出送液装置　　　　　　　　　　１台
・分光光度計　　　　　　　　　　　　　１台
・インキュベーター１（検体保管用）　　１台
・インキュベーター２（培養用）　　　　１台

令和３年１２月１６日から令和４年３月２２日まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　更新する水質検査機器の設置及び動作確認を行い、検査項目が問題なく測定
できることを確認した。
　水質等を測定する水質検査機器については、特定防衛施設周辺整備調整交付
金事業により取得した旨、相模原市衛生研究所１階フロアに掲示するととも
に、相模原市保健所年報の「衛生研究所の主要機器整備状況」に掲載し、ホー
ムページにて公表した。（令和３年度に購入した機器は、令和４年度相模原市
保健所年報（令和３年度事業概要）に掲載済。）

　衛生研究所では、市民依頼による飲料水検査、行政依頼による河川水検査、
水質汚濁防止法に基づく地下水及び事業場からの排水の水質検査並びに食品衛
生法に基づくミネラルウォーターの検査等、様々な水質検査を実施している。
　現在保有している水質検査機器は耐用年数を超過し、故障の可能性が高い状
況であり、修理交換部品の生産が終了して在庫が無い機器もあることから、検
査を継続するために早急に更新する必要がある。
　老朽化及び故障が発生している水質検査機器を更新することで、行政依頼検
査の実施及び水質事故等への対応を滞りなく実施し、市内の水環境及び食品の
安全性を確保することを目的とする。

令和３年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和３年度 計

円 円

事業費 63,580,000 63,580,000

交付金額 57,500,000 57,500,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

キャンプ座間・相模総合補給廠関連公共用施設（社会福祉施設・教育文
化施設：複合施設れんげの里あらいそ空調設備更新工事）整備事業

　相模原市長

新磯ふれあいセンター・新磯こどもセンター・相模の大凧センター
（相模原市南区新戸2268番地1）

空調設備更新工事

令和３年７月９日から令和４年１月３１日まで

事業費及び交付金額

　改修後１年間において、更新設備に関する異常、修繕は発生しておら
ず、補助事業の成果の目標が達成できているものと評価できる。
　また、地域住民への周知については、工事中、交付金事業である旨の
掲示を行うとともに、本市ホームページ上にも交付金事業で工事中であ
る旨の案内を掲載した。

　更新設備の十分な保全管理を実施し、市民が当該施設を安心安全かつ
快適に利用できる環境確保に努める。

　無

　今回の空調更新工事を行うれんげの里あらいそ（愛称）は、社会福祉
施設である新磯ふれあいセンターと新磯こどもセンター、教育文化施設
である相模の大凧センターからなる複合施設である。
　上記３施設の空調設備については、設置から18年以上が経過してお
り、空調設備の耐用年数である15年を超え、老朽化に伴う不具合が発生
している状況である。
　この施設の空調設備を更新することにより、幅広い世代が利用する当
該施設の利用環境を改善する。


